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ポイント ① Ｓ基準・Ａ基準による評価

Ｓ基準・Ａ基準による評価

長期優良リフォーム（認定）

法に基づく認定（告示）を想定

評価機関の発行する適合証を活用

性能向上リフォーム

法に基づく認定なし

性能向上に資する幅広い取組・提案も可能

建築士等による確認

首都大学東京名誉教授 深尾精一 ００７

ポイント ② 既存住宅独自の代替基準

既存住宅独自の代替基準

ソフト対策を含む代替基準

将来的な適合可能性を評価して許容する基準

首都大学東京名誉教授 深尾精一 ００８

将来的な適合

新築基準
（認定）

長期優良住宅
（新築）

長期優良住宅
（リフォーム）

ソフト対策を含む代替措置

リフォーム基準

例）【劣化対策】
基礎高さ30cm＋雨はね防止措置
＋維持保全の強化

同等

例）【維持管理・更新の容易性】
配管位置の将来的な更新を評価

ハード対策で達成する水準

既存住宅の現況の水準

ポイント ② 既存住宅独自の代替基準
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ポイント ②

ハード対策＋ソフト対策のイメージ（維持保全）

首都大学東京名誉教授 深尾精一 ００９

・ ○年 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 年数

性能

ハード基準による評価・認定
ハード基準と住宅所有者の維持保全によ
り、経年的に満たすべき水準を下回らな
いことを求める。

評価時点

・

評価時点で
満たすべき水準

経年的に
満たすべき水準

他法令に
よる必要な水準

ハード＋ソフト基準による評価・認定
一定程度のハード基準＋ソフト基準と住宅所有者
のより確実な維持保全により、経年的に満たすべ
き水準を下回らないことを求める。

ソフトの基準
(維持保全計画）

ソフトの基準

ハードの基準

既存住宅の認定基準

新築住宅の認定基準

ハードの基準
(劣化、耐震等）

首都大学東京名誉教授 深尾精一

住宅の「部分」による評価

省エネルギー対策については、平面的・立面的に

範囲を限定して評価する「部分評価」を可能とする

０１０

評価基準（Ａ）
ライン

劣
化
対
策

・
・
・
・
・
・
・
・
・

耐
震
性

省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策

（必須）（必須）

浴
室

洗面所
便
所廊

下

玄
関

収納

ＬＤＫ

部分評価区画の例 イメージ

ポイント ③ 住宅の「部分」のよる評価

平成２６年度事業の総評と今後の展望

- 69 -



4

- 70 -

平成２６年度事業の総評と今後の展望



- 71 -

平成２６年度事業の総評と今後の展望



- 72 -

平成２６年度事業の総評と今後の展望



- 73 -

平成２６年度事業の総評と今後の展望



- 74 -

平成２６年度事業の総評と今後の展望




